
ミニ展示　展示シート

西洋の文物に強い関心を寄せた松江藩松

平家九代斉
なり

貴
たけ

は、 隠居後の姿を写真に収め

ました。 文久 2年 （1862） 頃、 剃
てい

髪
はつ

で和

装姿の座像を写した 10.8cm × 8.0cmの

ガラス乾板が、 島根県に残る最古の写真と

言われています。 同時に斉貴は長崎の上
うえ

野
の

彦
ひこ

馬
ま

のもとへ二人の人物を派遣し、 写真技

術を学ばせました。 その内の一人、 森
もり

田
た

礼
れい

造
ぞう

は慶応元年 （1865） に山陰地方初の写

真館を松江で開業しました。

松江殿町の森田礼造商店
『山陰道商工便覧』 明治20年 （1887） 発行

出典 ：国立国会図書館デジタルコレクション

〔https://dl.ndl.go.jp/pid/803666/1/14〕

――松江の写真師――

明治のお仕事
松江の写真事始め

明治時代になると、 森田礼造に続いて松

江で開業する写真師が現れます。 明治4年

（1871） には吾
あ

郷
ごう

重
じゅう

治
じ

郎
ろう

が末
すえ

次
つぐ

本
ほん

町
まち

で写

真所を営業していたことが分かっています。

雑
さい

賀
か

町
まち

で生まれた立
たち

花
ばな

善
よし

満
みつ

は、 松江藩の歩

兵から写真師へ転身しました。 明治 43年

（1910） 2 月、 松江写真同業組合に加盟し

ていた写真師は 11名にのぼります。

松江の写真師

松江写真同業組合員の名前が並ぶ新聞広告
『山陰新聞』 明治43年 （1910） 2月 22日発行

島根県立図書館蔵マイクロフィルムより

松江の写真師の一人、 村
むら

田
た

青
せい

雲
うん

こと村田正
しょう

吉
きち

昭和時代初期頃撮影か、 写真は個人蔵



ミニ展示 「明治のお仕事――松江の写真師――」 展示シート （令和6年 1月30日発行）

会期 ：令和6年 （2024） 1月30日～令和6年 （2024） 3月31日

明治 43 年 （1910） の松江写真同業組合

員に名を連ねる村田青雲は、 山口県の萩唐
から

樋
ひ

町
まち

から松江に進出した写真師です。 本名を村田

正吉 （庄吉、 政吉とも書く） といいます。 養父

の村田慎
しん

吾
ご

は、 森田礼造と同じく長崎の上野彦

馬のもとで技術を身に着けた写真師で、 明治９

年 （1876） に起こった士族反乱 「萩の乱」 を

撮影したことで知られます。 村田正吉は、 明治

20年代に山口から出張して撮影を行い、 後に

写真師　村田正吉
拠点を松江に移して、 当時珍しい洋館の店舗を殿

との

町
まち

に設けました。 展示品はその写真館に掲げた看

板で、 彫工荒
あら

川
かわ

亀
き

斎
さい

が手掛けたものと伝わりま

す。 村田写真館は母
ほ

衣
ろ

町
まち

に移転しますが、 看板は

新しい店でも使われました。 昭和４年 （1929）

のホーランエンヤを撮影した写真に、 看板を掲げ

る母衣町の村田写真館が写り込んでいます。 村田

写真館は正吉の子武
たけ

夫
お

が跡を継ぎ、 昭和 24年

（1949） まで営業しました。

看板を掲げる母衣町時代の村田写真館
昭和４年 （1929） 撮影、 写真は個人蔵

大きな建物は出雲電気本社。 現在の中国電力島根支社あたりに建っていた。

その３軒となりに村田写真館はあった。

村田写真館の看板
明治時代、 伝荒川亀斎作、 木製

写真看板 （中央） 幅 54cm、 高さ96.3cm、 厚さ5cm

看板装飾　（右、 左） 幅 123cm、 高さ43cm、 厚さ 15cm


